
一般的な自治基本条例の内容  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前文】 【基本事項】 目的、この条例の位置づけ、基本となる用語 など 
 

【市民】 ◆まちの創造に関する基本原則 市民自治の原則、情報共有の原則、参加の原則、協働の原則 ◆まちを創造する仕組み 情報公開・提供、行政情報等を知る権利、個人情報の保護、参加の権利、子どもの参加、住民投票 ◆まちを創造する市民活動 自主的・主体的なまちづくり、協働のまちづくり、まちづくりと地域組織、まちづくりと非営利活動団体、活動団体の支援・育成 【議会】 ◆市民のための議会 活動原則、意思決定・監視機能の強化、情報公開、住民参加、自由討議、政策立案、議員の役割 【行政】 ◆市民のための行政 首長の役割・責務、執行機関の役割・責務、職員の役割・責務、執行機関の組織、行政手続、政策法務、法令遵守と公益通報、財政運営の基本原則、説明責任、評価、政策過程における市民参加、総合計画によるまちづくり、意見提出手続、意見・要望・苦情等への応答義務等、附属機関等の運営 

【まちづくりの主体】 市民、行政、議会、自治会・ＮＰＯなど 

【その他】 ◆国等との連携 市外の人々との連携、自治体・国等との連携協力 ◆実効性の確保等 この条例の検討・見直し、推進・関心のための市民委員会 

資料２ 


